














































Wi-Fi設定
「Wi-Fiかんたん設定」アプリで設定する

「Wi-Fiかんたん設定」アプリを使えば、J:COMが提供している無線LAN内蔵ケーブルモデムと
ボタンひとつで簡単に接続できます。面倒なパスワードの入力や細かい設定は必要ありません。

… 「Wi-Fiかんたん設定」アプリで接続がうまくいかない場合 …

ホーム画面を
右にスワイプし
「Wi-Fiかんたん設定」 
アプリをタップします。

利用規約を読んだら
「同意する」をタップ
します。

5

ケーブルモデムのWPS
ボタンを画面の指示に
従って押し、もしくは
押し続け、ボタンを離します。

3

ご利用の
ケーブルモデムの
メーカーをタップします。

4

ケーブルモデムの
機種名をタップします。

6

「次へ」をタップします。

7

「設定が完了しました」と
表示されるまで待ち、
「終了」をタップすれば
設定完了です。

1 2

●Wi-Fiに関する詳細情報はhttp://support.zaq.ne.jp/st/nwg/でご確認ください。

※メーカー名・機種名がご不明の場合は、P.26・P.27を参照してください。

「トラブルシューティング」
をタップします。

画面の指示に従って
ランプや接続の状態を
確認してください。

3

「最初から開始」を
タップすると上記手順
　 から再開します。

1 2
ご利用の無線LAN内蔵ケ
ーブルモデムの底面や側
面に記載されている「SSID
（ネットワーク名）」と「パス
ワード」を確認し（P. 2 6・
P.27を参照してください）、
右ページの手順に従って設
定してください。

手動で設定するには？

3

＜ヒント＞
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公衆無線LANサービス「Wi2 300」
カフェなどのアクセスポイントのステッカーが
ある場所でインターネットに接続することが
できる公衆無線LANサービス「Wi2 300」が無料
でご利用いただけます。右記のサービスサイン
がアクセスポイントの目安です。ネットワーク
キーが求められるSSIDに対しては、該当する
ネットワークキーを入力してください。

サービスサイン SSID ネットワークキー
Wi2 入力不要

Wi2_club 必要＊

Wi2_free 入力不要
wifi_square 入力不要

UQ_Wi-Fi 必要＊

※「Wi2 300」の提供は、2016年5月現在の情報です。今後、弊社の都合により、サービス終了含めサービス内容を変更する場合がございます。予めご了承ください。

ワン
ポイント

J:COM MOBILE端末はWi-Fiの利用をお勧めします。ご自宅では無線LAN内蔵ケーブルモデムを、
外出先では公衆無線LANサービス「Wi2 300」を利用することで、ご契約のデータ通信量を消費せずに通信することができます。

「Wi-Fiかんたん設定」アプリを使わずにWi-Fiに接続する

1 2 3 4

ホーム画面を左へ2回
スワイプします。

「設定」をタップします。 「Wi-Fi」をタップします。 「かんたん接続／ネット
ワーク選択」をタップし
ます。

5 6 7 8

接続したいSSIDをタッ
プします。

「パスワード」を入力し、
「確定」をタップします。

「接続」をタップします。 「接続済み」になれば
接続完了です。

※J：COMスタッフが初期設定のサポートをさせていただいた場合、公衆無線LANの設定も行っているため、Wi-Fiがオンになっていればエリア内では自動で接続されます。

かんたんWi-Fi設定アプリを使わずご自身で設定する場合や、市販のWi-Fiルーター、公衆
無線LANなどに接続する場合の設定方法です。

5※ネットワークキーが不要なSSIDの場合、手順      の後Wi-Fiに接続されます。

＊「ネットワークキー」は、お手元の「スタートガイド」をご参照ください。また、J:COM提供のタブレットをお持ちの方は「くらしのナビゲーション」ホーム画面右上の「　」をタップし、
  「公衆Wi-Fi接続方法」から「ネットワークキー」をご確認いただけます。

基
本
操
作

利
用
方
法

各
種
設
定
（
ご
自
身
で
設
定
す
る
場
合
）
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